
セレッソ大阪U-13選抜スペイン遠征
27th ARNEDO CUP  ~CIUDAD DEL CALZADO~

9/4~9/12



Staff

団長： 丸山 良明（アカデミーダイレクター）

監督： 竹元 雄輝（西U-15コーチ）

コーチ： 石川 龍太（U-15コーチ）

GKコーチ 笹方 和樹（アカデミーGKコーチ）

トレーナー 池田 彩香（アカデミートレーナー）



Menber

渡邉隼

鈴木奏翔

廣田暖武

村尾勇心

村上 翔二郎

谷口怜音

鹿島正成

毛利玲央那田中大央

米山志同 鈴木湊斗 山本航太郎

竹添大祐

紙谷勢虎

山口尚琉

榊原帆高

結城太翔

山本羚乃

和歌山U-15

U-15

西U-15



Regulation

・予選リーグ 4チーム×4グループのリーグ戦
(試合時間 25分×1） 

・参加チーム数 16チーム 

・各グループ上位2チームが決勝トーナメント進出 

・決勝トーナメントは20分ハーフ(決勝は25分ハーフ) 

・27th ARNEDO CUP 

※スペイン国内で開催される大会では最高レベルの大会 



２7th ARNEDO CUP 出場チーム

A Group B Group C Group D Group



日時 場所 時間 行動

９月５日（火） ヘルシンキ ７：００ 市内観光/スタジアムツアー（田中亜土夢選手）

９月５日（火） マドリード ２０：００ マドリード着、ホテルへ

９月６日（水） １０：００ トレーニング

１９：００ 親善試合 vs Real Madrid C.F.U-13

９月７日（木） マドリード→アルネド １５：３０ 靴工場見学

１７：００ トレーニング

９月８日（金） アルネド 27th ARNEDO CUP 

１７：００ vs VILLAREAL C.F U-13

１８：３０ vs REAL SOCIEDAD U-13

２０：００ vs R.C CELTA DE VIGO U-13

９月９日（土） アルネド １０：１５ 決勝トーナメント vs FC BARCELONA U-13

１９：１５ vs R.C CELTA DE VIGO U-13

９月１０日（日） アルネド ９：００ 順位決定戦 vs Club Atletico de Madrid U-13

９月１１日（月） マドリード ７：3０ 空港へ移動

Schedule



遠征の目的

◆自分達の活動文化である「技術」を世界に認めさせる

◆世界を相手に怯むことなく挑み続ける

◆異文化を体験して環境の変化にも対応しながら、新しい価値
を生み出す



ヘルシンキ大聖堂前



テンペリアウキオ教会内(ヘルシンキ)



田中 亜土夢選手とソネラ・スタジアムにて（ヘルシンキ）



宿泊場所

◆Balneario Arnedillo
Terma Europa(アルネド)

◆Hotel Porce
Torregarden(マドリード)



vs Real Madrid C.F.U-13



gaimo 靴工場前にて（アルネド）



アルネド（朝のウォーキング）



【コンセプト】

☆世界を相手に怯む事なく挑み続ける

↓

勝利を奪う



【攻撃】

②相手の背中を奪う

①最速、最短 点から点

③試合状況、ピッチコンディションには柔軟に



【守備】

①出させないポジションから奪いにいく守備

②3ライン間をコンパクトに

③セットプレー



大会結果

グループリーグ （25分×１）

17:00K.O.vs VILLAREAL C.F U-13
2−0○ 得点者 田中 紙谷

18:30K.O.vs REAL SOCIEDAD U-13
３−２○ 得点者 山本航2 竹添

20:00K.O.vs R.C CELTA DE VIGO U-13
0−1●



大会結果

トーナメント /順位決定戦（20分×２）

10:15 K.O. vs FC BARCELONA U-13

(0−3  0ー1) ０−4 ●

19:15 K.O. vs R.C CELTA DE VIGO U-13

(1− 1  1−3) 2−4 ● 得点者 竹添 毛利

9:00 K.O. vs Club Atletico de Madrid U-13

(0−0  0−2) 0−2●



成果

◆スペインの強豪クラブに対して自分達から襲い掛かるプレー
が多く見られた。

◆個人で複数守りボールを奪うシーンが多く見られた。

◆決勝トーナメントに進出ができたことにより最終日まで質と
強度の高い試合ができた。

◆厳しくタフな環境の中で選手1人1人の本質を垣間見えた。



課題

◆自分達の活動文化である『技術』がタフで強度の高い
ゲームの中では武器として扱えなかった。

◆個人でボールを奪い切る技術（頭、身体）

◆ピッチ外での行動（日常）



総括

昨年同様にレアルマドリードとのTRMから大会最後のアトレチコマドリード戦ま
での計7試合を通じて、自分達の日常にはないフィジカルや体格を痛感すると共に
試合に臨むまでの準備と試合に入っていくメンタリティをどのように培っていくの
かは全て今まで自分達が過ごしてきた「日常」の基準を引き上げるしかないと痛感
させられた。
ただ、遠征前から準備をして取り組んできた事がスペインでも通用して決勝トーナ
メントに進出できたことはスペイン遠征での成果であり、最終日までレベルの高い
チームと本気の試合ができたことは選手達にとって価値のあるものになったと思う。
しかし、我々の活動文化である「技術」を発揮することがほとんどできなかった事
は反省すべき点であり、日本に帰ってからの「日常」の基準をもっと高く持って取
り組まないと世界を見下ろせないと選手、スタッフも再度気付かされた。
また、OFF THE PITCHで次の試合に向けて食事の摂り方、宿舎での過ごし方、時
間を意識した行動などピッチ外の「日常」の基準も高くしていく必要がある。



遠征期間お世話になった渡邉さんとジョルディさん マドリード空港にて



大会閉会式





ハナサカクラブ会員の皆様

今回のU-13スペイン遠征へのご支援
並びに日頃からの温かいご支援、ご声援頂き、
誠にありがとうございます。

今後共、宜しくお願い致します。
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